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とで境界条件・拘束条件を満たす一連のスイング軌道を得る．   
目標スイング軌道の計算時間は最適化するパラメータが3個であることと，目標
ダイナミクス法により無数に存在するスイング軌道の限定ができるので僅か数分
程度にまで短縮化できた． 
得られた軌道を目標スイング軌道として，フィードフォワード制御とPD制御に
よる実験で検証した結果，一連のスイング運動を行うことができたので，エネル
ギーを制御することで目標スイング軌道を得るという手法が運動計画として有効
であることが確認できた． 
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